
隷

奔

第
二
十
七
巻
　
第
一
盤

｝
瓢
二

等
に
比
し
て
更
に
一
勝
熊
大
な
る
海
瀟
と
其
の
有
す
る
瓦
ゆ
る
鞄
理
酌
重
要

性
が
結
禽
し
地
政
學
的
考
察
の
最
も
端
的
に
究
朔
せ
ら
る
べ
き
も
の
を
持
つ

　
　
更
に
蘭
印
の
壇
域
を
ぼ
本
地
政
攣
の
立
場
よ
り
論
じ
た
る
書
論
の
野
糞

で
あ
る
。
繭
…
印
の
島
縷
を
一
貫
す
る
自
然
的
な
窮
命
下
垂
髄
の
性
格
を
萌
に

し
、
共
存
北
側
榮
の
天
の
購
理
の
啓
承
を
説
く
。
そ
し
て
蘭
聞
こ
そ
は
罵
し
く

我
が
最
も
近
隣
の
閾
　
の
が
つ
に
他
・
な
ら
ず
、
吾
等
の
瀬
野
の
一
た
る
爾
…
海
の

騰
綴
群
に
落
す
る
潔
簿
の
親
愛
の
情
で
あ
り
ま
た
日
本
地
政
攣
の
鋭
利
な
る

究
明
で
あ
り
、
更
に
地
政
學
的
建
設
方
策
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
編

島
襖
羅
位
に
よ
る
地
政
學
的
考
察
、
蘭
印
の
特
性
た
る
島
嚢
を
軍
位
に
第
耐

章
ス
マ
ト
ラ
よ
り
第
十
一
章
澱
ユ
ー
ギ
一
　
一
に
誕
る
そ
れ
ぐ
の
島
縷
の
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
地
敷
畢
的
意
義
と
憤
億
を
朔
確
に
論
述
し
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
第

薫
編
外
力
漫
潤
の
雁
史
的
性
格
。
印
慶
勢
力
の
支
醍
、
尤
軍
の
ジ
ャ
ワ
濾
征
、

團
教
の
麦
醍
と
贈
…
人
の
侵
入
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
入
の
焚
入
、
和
蘭
ん
の
侵
人
等

の
昏
章
は
外
力
渡
潤
の
必
然
的
舞
蟻
で
あ
る
東
即
言
の
、
極
め
て
複
雑
な
も

の
と
な
っ
た
歴
史
獲
展
の
棲
心
を
抱
握
し
て
蘭
印
の
腿
契
酌
性
絡
を
明
確
に

描
く
。

　
第
四
編
…
和
蘭
の
政
策
の
検
…
討
、
繭
獣
即
蕉
百
年
間
の
支
醜
蒋
た
る
に
棄
つ
た

和
繭
…
の
政
策
を
東
印
度
勲
閥
肌
蒔
代
よ
り
、
臨
英
の
…
關
係
、
霧
島
な
る
強
制
挿
萩

壌
法
の
施
行
、
ア
チ
工
職
鍵
等
を
驚
き
土
腸
管
愈
を
巧
妙
に
操
縦
し
て
此
の

地
域
本
義
の
東
亜
的
性
絡
…
を
失
は
し
め
る
に
灘
つ
た
顛
末
、
更
に
現
代
に
於

け
る
七
チ
萬
イ
∫
ド
ネ
シ
ア
民
族
に
鋤
ナ
る
政
策
と
鑓
錠
驚
動
を
論
じ
、
楡
．

討
し
來
っ
て
極
め
て
嚴
重
な
摘
捜
を
行
っ
て
み
る
．
、

　
鑓
流
編
欝
欝
資
源
の
地
政
霊
的
意
義
、
熱
帯
の
光
と
熱
と
水
に
悪
ま
れ
た

る
蘭
印
は
其
の
資
源
の
竪
縫
性
が
現
在
の
帯
磁
に
蜀
す
る
驕
心
の
最
大
贈
る

も
の
に
な
っ
て
み
る
が
、
鋤
の
項
は
臨
印
の
纒
濟
　
　
フ
ア
ー
ソ
ヴ
ア
ル
の

定
嚢
す
る
複
数
纏
濟
　
　
が
如
侮
に
し
て
鰍
鎌
串
心
に
生
繭
せ
ら
れ
つ
』
あ

り
、
父
始
何
に
し
て
特
來
必
然
的
に
攣
化
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
を
論
じ
、

更
に
既
の
資
源
鹸
邊
遮
漸
の
勉
政
學
的
意
嚢
を
朔
快
に
論
籍
し
、
現
今
國
蝿

の
抱
く
最
自
大
欝
欝
纂
に
明
快
な
る
詣
斌
を
輿
へ
て
る
る
ゆ

　
以
上
ま
こ
と
に
、
こ
の
書
ほ
ど
明
確
に
、
群
々
と
珊
末
の
立
場
よ
り
蘭
印

を
論
じ
た
る
も
の
今
ま
で
に
な
く
、
本
潜
の
由
鋤
現
に
よ
っ
て
既
刊
証
印
閣
剛
係

の
急
雷
は
其
の
影
を
失
ふ
で
あ
ら
う
。
地
理
、
騰
史
專
攻
の
墨
’
徒
は
も
と
よ

り
、
す
べ
て
の
識
蔚
、
更
に
今
蘭
印
を
凝
醗
す
る
國
節
す
べ
て
必
讃
の
畏
欝

で
あ
る
と
信
ず
る
。
　
（
昭
和
＋
六
年
九
潟
、
職
責
融
爽
行
、
A
五
指
二
百
閥

十
一
頁
、
挿
入
の
地
潜
凹
、
賞
駕
膜
轡
豊
田
、
定
僧
…
二
圓
）
〔
藤
野
義
明
〕

満
洲
國
境
問
題

劇
．
濁
　
忠
雄
著

　
蕩
が
盟
邦
溝
…
洲
國
が
誕
生
し
て
よ
り
既
に
十
年
を
数
へ
る
が
、
未
だ
認
識
、

検…

｢
憲
る
べ
き
問
題
の
多
々
存
す
る
蟻
．
は
論
を
侯
た
な
い
。
そ
の
　
に
國
境

問
題
が
あ
る
。
殊
に
満
蘇
國
境
臨
輩
に
満
淵
幽
と
蘇
聯
邦
と
の
國
境
と
し
て

で
な
く
、
ブ
μ
ッ
ク
と
し
て
の
東
距
に
於
け
る
蘇
聯
閥
と
蕪
距
共
選
鶴
と
町

接
…
騰
面
と
し
て
痛
撃
さ
る
ベ
シ
．
、
で
あ
り
、
靴
所
に
現
職
の
問
題
と
し
て
満
蘇

國
境
の
持
つ
徒
罪
性
が
あ
る
．
、

　
瀬
沸
の
地
は
古
來
支
畜
生
濡
幽
の
爾
邊
の
地
に
舗
し
て
み
た
．
、
．
欝
の
束
蓬
、

從
っ
て
そ
れ
と
の
接
脳
、
交
渉
が
始
ま
り
、
境
難
問
題
の
惹
識
し
繊
し
た
の
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は
十
七
世
記
も
葭
簾
以
後
で
あ
る
9
醐
も
露
帯
輪
飾
の
雷
初
保
持
せ
る
動
支

政
策
は
商
業
的
準
々
に
謹
撰
し
て
み
た
の
で
あ
る
Q
然
る
に
十
九
槻
紀
に
入

り
、
酉
鰍
講
國
に
帝
國
主
義
的
政
策
勃
興
す
る
や
、
、
露
も
優
秀
な
聖
徳
の
援

助
の
下
に
、
撫
燭
富
小
に
於
〔
げ
る
肋
腰
弱
地
域
、
支
鼠
輩
寄
網
門
へ
の
肥
人
、
領
十
…
侵

略
を
開
始
し
た
の
で
あ
り
、
既
燐
に
幾
多
の
國
臆
問
題
を
翫
じ
た
。
之
に
從

っ
て
園
塊
も
、
先
づ
隣
接
窃
盗
閥
の
接
近
よ
り
生
ず
る
中
閥
地
帯
の
獲
生
に

塞
く
帯
状
國
境
よ
り
、
購
書
の
交
通
線
上
に
於
け
る
接
醐
鮎
を
蓮
結
し
て
の

・
甲
聞
地
帯
の
漠
然
た
る
分
割
…
、
更
に
政
治
的
支
耀
の
伸
張
、
ゑ
禰
的
接
鰯
に
・

〃
侠
る
庶
兀
全
・
な
綿
…
的
國
境
の
描
［
立
、
そ
の
攣
更
へ
と
獲
凝
す
る
の
で
あ
る
。

　
太
瓢
膏
は
露
の
申
果
侵
に
焦
…
く
斯
か
る
三
門
境
の
獲
展
…
過
程
を
灘
…
蘇
…
幽
…
撹
の
灘
国
北

部
、
北
部
、
東
部
に
分
っ
て
観
察
、
酒
醤
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
、
著
藩
が
「
局
地

的
な
漁
…
蘇
國
境
の
笹
生
過
程
の
研
究
に
依
っ
て
境
界
獲
生
の
各
段
階
に
於
け

る
典
型
を
、
系
統
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
図
工
、
父
…
遡
に
境
界
前
生
の
系
統
的

研
究
資
料
に
よ
っ
て
満
蘇
國
境
の
現
段
鵬
階
へ
ま
で
の
獲
展
過
程
を
理
解
出
來
．

る
の
で
あ
る
」
と
云
は
れ
る
燐
以
で
あ
る
。
然
し
著
鷺
は
之
の
み
を
以
っ
て
満

足
し
て
は
膚
ら
れ
な
い
。
「
國
境
の
橿
木
的
安
難
の
た
め
に
は
世
界
的
立
場
に

立
っ
て
、
近
代
列
強
の
各
支
醜
隅
剛
の
合
取
的
魁
置
を
行
ひ
、
難
境
攣
更
を
意

國
せ
し
め
る
が
如
き
不
識
埋
を
一
掃
せ
ね
ば
な
ら
な
い
◎
」
験
し
て
寒
幣
生
活

に
適
雁
…
盤
を
持
ち
、
留
筆
資
源
を
敏
如
す
る
蘇
職
漁
圏
と
、
熱
囎
へ
嬢
．
際
す
る

東
亜
共
榮
…
闘
と
が
枳
蕉
に
丁
壮
的
立
場
を
自
鋭
し
、
有
無
相
通
ず
る
な
ら
ば

「
東
灘
繋
駕
閥
と
蘇
聯
…
閲
と
の
境
界
な
る
瀧
蘇
國
境
は
、
そ
こ
に
思
惣
上
及

び
瀦
脅
機
構
上
の
根
本
的
差
異
は
獲
る
と
し
て
も
」
「
築
和
な
政
治
纏
濟
的
境

舞
と
化
し
、
．
戴
に
安
建
を
見
る
事
が
撮
翻
る
で
あ
ら
う
」
と
結
論
せ
ら
れ
、
既

房
に
大
粟
晒
立
場
に
立
た
れ
た
黒
鴨
の
烈
し
き
慧
圓
を
見
得
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
本
望
は
哲
蕊
十
重
夏
の
小
著
に
過
ぎ
な
い
が
、
誉
等
の
重
大
繭
…

心
媒
た
る
触
醐
蘇
へ
國
境
に
就
い
て
の
滴
海
田
な
る
認
識
と
特
來
へ
の
泥
し
き
示
唆

を
輿
へ
る
に
は
充
分
で
あ
る
。
た
贈
、
一
般
讃
書
階
級
を
覇
象
と
す
る
本
需

の
懐
質
上
、
本
欝
中
に
現
罪
す
る
都
市
、
町
掃
、
河
川
を
記
入
し
た
地
畔
の

巻
尾
へ
の
挿
入
、
並
び
に
難
讃
な
る
漢
字
に
て
詑
せ
ら
れ
た
地
名
等
へ
の
振

改
名
の
附
與
あ
ら
ば
と
欲
し
た
の
は
私
一
人
で
は
な
か
ら
う
。
以
上
に
て
簡

閉
雫
に
幼
涌
八
π
を
敦
躍
る
。
　
　
（
昭
和
山
「
山
ハ
年
鴫
八
β
、
　
｛
甲
央
爪
｛
鞭
醐
灘
寒
行
、
　
庸
果
燕
新
澱
ぼ

定
繊
｝
闘
）
〔
聖
書
信
太
郎
〕

　
　
　
　
　
臼
本
農
耕
文
化
の
起
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
摩
六
爾
著

　
故
森
本
六
爾
氏
の
多
は
、
岡
じ
く
著
く
し
て
逝
い
た
ゆ
谷
治
宇
二
郎
氏
と

共
に
昭
和
の
日
本
先
史
考
古
學
界
に
団
じ
機
器
で
の
重
要
な
位
麗
を
遊
む
る

も
の
で
あ
る
。
蠣
生
式
文
化
を
口
に
す
る
潜
は
必
ら
ず
森
本
民
を
患
ひ
浮
べ

る
。
そ
れ
程
、
氏
と
彌
生
式
帯
化
研
究
と
の
關
係
は
糊
接
で
あ
る
。
然
1
5
ば

氏
は
有
坂
紹
藏
氏
の
如
き
彌
生
式
土
器
の
獲
見
藩
・
命
餐
者
で
あ
っ
た
の
で

あ
ら
う
か
○
或
は
薪
遺
跡
の
濃
墨
的
勢
門
馴
者
な
る
が
故
に
著
名
…
な
の
で
あ
ら

う
か
。
否
森
本
氏
は
フ
イ
ル
ド
ワ
ー
ク
に
適
し
た
人
で
は
な
か
っ
た
Q
氏
の

健
康
が
第
一
之
を
許
さ
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
よ
り
も
氏
は
更
に
欝
禦
の
磐
、

綜
合
の
獄
丁
た
る
天
分
を
有
し
て
み
た
。
氏
は
蠣
生
式
土
器
の
底
部
に
印
せ

ら
れ
た
…
粒
の
籾
か
ら
学
生
式
二
化
の
性
器
を
摺
撮
せ
ん
と
し
た
。
亦
土
器

の
魏
鵬
の
難
い
瀦
風
察
か
ら
、
貯
叢
説
の
も
の
と
煮
無
用
の
も
の
を
麗
別
し
た
。
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